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１．はじめに 

 現在では測量機器の進歩により地形や構造物の 3

次元情報が容易に取得できる．設計，施工，検査，

管理において，その 3次元情報を欠損なく一貫して

利用できれば，土木工事の業務効率は格段に改善さ

れるはずである．設計に注目すると，CAD の開発が

進み 3次元設計にも対応しつつある．また道路工事

においては，藤島らにより 3次元情報をもとにした

出来形検査の研究が行われている 1)．  

 そこで，本研究では河川工事の出来形検査に着目

し，3次元情報と web 技術を用いた新しい出来形検

査法を提案する．また運用システムの開発を併せて

行う． 

２．現行の出来形検査 

 河川工事における出来形検査は定められた管理

断面について行われる．その断面で，床堀，護岸工

といった各対象項目について，高さ，厚さ，幅，勾

配などの測定項目を検査する(図－1)． 

 

 この測量には未だに標尺やテープなどを用いて

計測するため，作業時間は多大なものとなる．また

野帳から書類への転記ミスも問題である．出来形検

査で得られた2次元情報をその構造物の完成形状と

して，以後の維持管理に2次利用することも難しい． 

 3 次元情報を出来形検査に用いることで以下のメ

リットが考えられる． 

・3次元設計に対応できる 

・TS により測量することで，検査のための準備や測

量時間が短縮される 

・維持管理などへデータの 2次利用が容易になる 

３．情報化出来形検査法の提案 

 3 次元情報を利用し，web 技術を用いた新しい出

来形検査を提案する．これを，情報化出来形検査法

とする． 

3－1 情報化出来形検査の流れ 

 ここでは情報化出来形検査法におけるデータの

流れを提案する(図－2)．まず測量者は，Total 

Station(以下 TS)を用い施工された構造物の任意点

の 3次元測量を行う．監督職員は測量データを出力

し，現場事務所にて PC から web 上にアップロード

する．発注者事務所にて検査職員はアップロードさ

れたデータを web 上で確認し検査する．また，出来

形検査により得られた測量データを完成形状デー

タとして，構造物の維持・管理の為に保存する． 

3-2 座標管理法による出来形検査 

 本研究では，管理断面の変化点において設計デー

タと測量データの３次元座標を比較する出来形検 
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図-1 現行の出来形検査項目 
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査を提案する．これを座標管理法と呼ぶ．  

管理断面に丁張りを設置し各変化点にミラーマ

ンを立たせ TS により測量を行う．そこで得た座標

と，設計におけるその点の座標と比較し，二点間の

ずれを距離と方向によって評価する(図-3)．二点間

のずれの許容量を規格値とするとき，ｘ軸(河川護

岸直行方向)，ｙ軸(河川護岸方向)，ｚ軸(高さ)の

それぞれの方向について規格値(ここでは一様にφ

とする)を定める。図-3 のように設計の座標値を中

心として，規格値φの範囲内に測量の座標値がある

場合，その点は基準を満たしているとする． 

４．WIS (web inspecting working form system)の開発 

 本研究では情報化出来形 web 検査システム(以下

WIS)を開発した． 

4-1 システム開発のコンセプト 

 システム開発のコンセプトは以下の 3 点である． 

a） TS からのデータを一括登録 

TS から得た複数の測量値を一括で登録できる

機能を実装する． 

b） 設計値と測量値を自動で比較し判定 

データベース(以下 DB)に登録された設計値と

測量値について，それぞれ対応した値同士を比

較する．ある規格値に従って，合否を判定する．

この一連の作業を自動で行うことができるシ

ステムとする． 

c) web を用い情報を共有できるシステム 

出来形検査の情報を共有でき，複数の PC から

利用できるシステムとする． 

4-2 運用システムの概要 

(1)測量データの登録 

まず TOP 画面(図-4①)の“登録”メニュー(図-4

②)から，登録フォーム(図-4③)へ移る．そしてフ

ァイルの参照，データのアップロードを行い，測量

値を登録する． 

(2)合否の判定 

DB の“interval”フィールドと“id”フィールド

から対応する設計値と測量値を選び，規格値に従っ

て合否を判定する(図-4④)．またこのときの“id”

は TS において属性として登録でき，システム内に

おいても修正機能から登録・編集できるようになっ

ている． 

(3)すべての機能を web 上で利用可能 

 WIS ではすべての機能を web 上で利用できる． 

 
4-3WIS のメリット 

 本システムを用いることで次のような利点が考

えられる． 

(1)検査業務の効率化 

TS を用い 3次元情報を取得し，そのデータを一括登

録，合否を自動判定するため，測量から検査までの

作業効率が改善される． 

(2)情報の共有と公開 

web 上においてリアルタイムで検査結果が確認でき

るため，有識者による 2重，3重のチェックが可能

となる．また同時に住民への情報公開も行える． 

５．おわりに 

 本稿では河川工事における新しい出来形検査の

手法を提案し，その運用のためのシステム開発を行

った．今後，熊本県芦北郡湯ノ浦川において実証実

験を行い，システムの改良を含め実務への適用の可

能性を検討したい． 
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